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ポータルサイト構築までの経緯

コンテンツ流通促進分科会

システムＷＧ
（主査：ＲＩＡＪ）

企画ＷＧ
（主査：ＷＯＷＯＷ）

日本経団連

エンターテインメントコンテンツ産業部会

日本経団連の取組み

今日までの経緯

政府知財推進本部 ｢知財推進計画２００５」 （２００５．６．１０）

（コンテンツの）属性情報を提供するためのポータルサイトの整備を推進する

総務省、文部科学省、経済産業省

日本経団連提言
『「知財推進計画２００５」の策定に向けて』 （２００５．３．１５）

コンテンツポータルサイトをホルダー、ユーザーと政府が官民一体となって導入すべき

（「権利処理基盤整備分科会」改め）
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コンテンツ・ポータルサイトについて

コンテンツ・ポータルサイトとは

権利情報

（写真）

外部の権利情報データベース

権利情報

（検討中）

権利情報

（予定）
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画面イメージ

トップ画面、映像番組
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ポータルサイトの現状について

カテゴリー 登録状況 主な提供元

映画 ５５／６ （英語） 映連加盟４社（文化庁が運営する日本映画情報システムより取得）、ＴＢＳが制作した映画

映像番組 １４９９／７０８ （英語） NHKエンタープライズ、民放各社、ＭＩＣＯ

音楽 ２２４万 （日本語のみ） 日本レコード協会加盟のレコード会社

文芸作品 ７２万 （日本語のみ） 日本書籍出版協会

コミック ５８０００コンテンツ （日本語のみ） 日本書籍出版協会

アニメ １３／９ （英語） テレビ東京、ＴＢＳが制作したアニメ

写真／美術／イラスト １３７８ （日本語のみ） 日本写真著作権協会加盟の写真家、日本美術家連盟の美術家

ゲーム 提供事業者との折衝中 コンピュータエンターティメント協会加盟のゲーム制作会社

コンテンツメタデータの登録状況について

ページ全体へのアクセス状況について

期間 総ページビュー 平均１日ページビュー

６／１４～１０／３１ ９５，３１０ PV ７５０ PV
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現状の課題について

（１）コンテンツホルダからみた課題

本ポータルサイトでは、システム処理上、登録コンテンツ個々に内部管理ＩＤ*を付与し、

ＤＢ検索の効率化のためにそのＩＤを検索キーとして利用している。将来のコンテンツの

利活用に向け、今後は全てのデジタルコンテンツを管理していく上で、ＩＤ体系の整備が

必要である。

＊本データベース内では管理ＩＤとして、ＣＣＤで付与されたＩＤ（ＣＣＤ－ＩＤ）を利用している。

大手コンテンツホルダは正会員になっているが、中小のコンテンツホルダの入会が必

要である。

海外への情報発信をしていくために英語をはじめとする多言語化をさらに進める必要

がある。

（２）コンテンツ利用者からみた課題

登録されているコンテンツ数がまだまだ少ない。

登録されているコンテンツに片寄りがある。

登録されているコンテンツが網羅的になっていない（特に、独立系の情報)。

コンテンツ保有者の情報のみならず、権利者情報の整備を期待する。
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要望事項

利活用を期待している中小のコンテンツホルダの情報発信が可能となるようにデータ整
備のための支援（インディーズ系の情報）。

海外におけるジャパンコンテンツの利活用を進めるために、英語をはじめとする多言語
化は必須であり、国の支援をお願いしたい。

海外への情報発信を強化していくにあたり、当ポータルサイトの認知度向上に向け、
ジェトロの協力を得たい。

韓国文化コンテンツ振興院（KOCCA）が運営するコンテンツポータルサイトは自国のコ
ンテンツ情報を網羅的に掲載している。わが国においてもあらゆるカテゴリーのコンテ
ンツ情報の提供が受けられるよう、関係省庁の側面的支援をいただきたい。

平成１９年度は総務省、文部科学省、経済産業省からの支援を得ているが、国からの
支援はデータ整備、システム運用などの直接的費用には使えず、間接支援（ポータル
サイト運営に関連する特定のテーマに対する支援）となっているので、本事業に直接使
えるような形での支援を期待したい。


